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令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の審査

意見について（通知）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定による、令和３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率並びにそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類の審査について、別添のとおり意見書を

提出します。





　　　

　　　

健全化判断比率及び資金不足比率の審査意見

第１　審査の対象

１　令和３年度　健全化判断比率

　　（１） 実質赤字比率

　　（２） 連結実質赤字比率

　　（３） 実質公債費比率

　　（４） 将来負担比率

２　令和３年度　資金不足比率

３　１及び２の算定の基礎となる事項を記載した書類

第２　審査の期間

令和４年８月１５日から令和４年８月２５日まで

第３　審査の方法

　 審査は、健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した

書類が、地方公共団体の財政の健全化に関する法律その他関係法令等に従い、適正に作成

されているかを、関係書類を照合審査するとともに関係職員から説明を聴取するなど、 一般に

公正妥当と認められる審査手続きにより実施した。

第４　審査を実施した監査委員

大竹市監査委員　 藥師寺 基夫

大竹市監査委員 　西 村  一 啓

第５　審査の結果及び意見

　審査に付された、 健全化判断比率及び資金不足比率並びに算定の基礎となる事項を記載

した書類は、いずれも関係法令等に準拠して作成され、その算定は正確であることを認めた。

　 当年度の健全化判断における 実質赤字比率及び連結赤字比率並びに資金不足比率は、

実質赤字あるいは資金不足が発生していないため、前年度に引き続き該当の数値は算定され

なかった。

　実質公債比率及び将来負担比率は、国が示す早期健全化基準を下回ったが、 いずれの指

標も県内１４市の比較において高い比率となっている。今後も引き続き 効率的な行政運営に

取り組むとともに、 将来にわたる負担の平準化に留意しながら、規律ある財政基盤を維持され

たい。

　審査の概要については、次に示すとおりである。

- 1 -



一般会計等
に属する
特別会計

１　算定対象会計

　健全化判断比率及び資金不足比率の算定対象となる会計の区分は、次のとおりである。

一　　般　　会　　計

港 湾 施 設 管 理 受 託 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

漁 業 集 落 排 水 特 別 会 計

土 地 造 成 特 別 会 計

広 島 県 市 町 総 合 事 務 組 合

宮 島 ボ ー ト レ ー ス 企 業 団

広島県後期高齢者医療広域連合

大 竹 市 土 地 開 発 公 社

広 島 県 信 用 保 証 協 会

　債務保証をしている法人等がある場合，将来負担比率の算定対象となる。

普
通
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計
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区　　　分 令和３年度 令和２年度 増　減
早期健全化

基準
財政再生

基準

実 質 赤 字 比 率 － － － 13.75 20.00 

連結実質赤字比率 － － － 18.75 30.00 

実 質 公 債 費 比 率 13.8 14.9 △ 1.1 25.00 35.00 

将 来 負 担 比 率 136.8 156.4 △ 19.6 350.00 

２　健全化判断比率

　健全化判断比率の状況は、次のとおりである。

（単位 ： ％ ・ ポイント）

　（注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、算定した結果が赤字でないため「－」で表示した。

　実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、算定した結果、該当の数値はない。

　実質公債比率は １３．８％で、前年度に比べて １．１ポイント下回っており、早期健全化

基準 （ ２５．０％）及び財政再生基準 ( ３５．０％）のいずれに対しても下回っている。

　将来負担比率は １３６．８％で、前年度に比べて １９．６ポイント下回っており、早期健全

化基準 （ ３５０．０％）に対して下回っている。

　本市の比率は、いずれも国の示す基準では、財政の健全段階の範囲内である。

※早期健全化基準、財政再生基準の適用について

・地方公共団体の財政破綻を未然に防ぐために「早期健全化基準」、「財政再生基準」

　の２段階で財政悪化をチェックすることが目的である。

・健全化判断比率のうち、いずれかが早期健全化基準以上の場合には。議会の議決を

　経て財政健全化計画を定めることとなる。

・財政健全化計画の実施状況を踏まえ、財政の早期健全化が著しく困難と認められる

　ときは、国等の関与により、確実な財政再生が行われることとなる。

- 3 -



令和３年度 令和２年度 増　減

△ 5.23 △ 0.44 △ 4.79

令和３年度 令和２年度

397,648 9,400 388,248 4,130.3

22,063 24,502 △ 2,439 △ 10.0

22,063 24,502 △ 2,439 △ 10.0

419,711 33,902 385,809 1,138.0

8,014,721 7,632,506 382,215 5.0

令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

5,692,245 5,897,694 △ 205,449 △ 3.5

1,562,787 1,217,841 344,946 28.3

759,689 516,971 242,718 47.0

8,014,721 7,632,506 382,215 5.0

（１）実質赤字比率

　福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、

財政運営の深刻度を示すもので、比率は次の算式による。

一般会計等の実質赤字額 Ａ

標準財政規模 Ｂ

　本市の実質収支額は ４１９，７１１千円の黒字となっているため、実質赤字比率の算定では

なく、参考にＡを実質収支額として計算上の比率を求めたところ、△ ５．２３％となり，前年度

と比べ ４．７９ポイント黒字幅が大きくなっている。

　なお、自主的な改善努力による財政健全化を図るための早期健全化基準 （ １３．７５％）と

の差は １８．９８ポイントとなっている。

（単位 ： ％ ・ ポイント）

区　　　　　　分

本市の参考比率　Ａ/Ｂ

（単位 ： 千円 ・ ％）

実　質　収　支　額

一 般 会 計

一 般 会 計 等 に 属 す る 特 別 会 計

港湾施設管理受託特別会計

合　　　　　　計　　Ａ

標準財政規模　　Ｂ

　実質収支額の合計は ４１９，７１１千円で、前年度に比べ ３８５，８０９千円 （ １，１３８．０％）の

増加となっている。これは、主に一般会計の実質収支額が ３８８，２４８千円 （ ４，１３０．３％）

増加したことによるものである。

[標準財政規模] （単位 ： 千円 ・ ％）

区　　　　　　分

標 準 税 収 入 額 等

普 通 交 付 税 額

臨 時 財 政 対 策 債 発 行 可 能 額

合　　　　　　　計

（注）標準財政規模とは、地方公共団体の市税・譲与税・普通交付税などの標準的な規模を示すもの。

　標準財政規模は、標準税収入額等、普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額を合計

した ８，０１４，７２１千円で、前年度に比べ ３８２，２１５千円 （５．０％）の増加となっている。

　

実質赤字比率 ＝

区　　　　　　分 増減額 増減率
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令和３年度 令和２年度 増　減

△ 33.50 △ 30.90 △ 2.60

令和３年度 令和２年度

397,648 9,400 388,248 4,130.3

一般会計等
に属する
特別会計

22,063 24,502 △ 2,439 △ 10.0

1,430 17,010 △ 15,580 △ 91.6

107,639 43,264 64,375 148.8

2,638 316 2,322 734.8

531,418 94,492 436,926 462.4

令和３年度 令和２年度

966,103 1,227,201 △ 261,098 △ 21.3

327,630 390,805 △ 63,175 △ 16.2

860,582 646,428 214,154 33.1

0 0 0 －

0 0 0 －

0 0 0 －

2,154,315 2,264,434 △ 110,119 △ 4.9

2,685,733 2,358,926 326,807 13.9

8,014,721 7,632,506 382,215 5.0

（２）連結実質赤字比率

　すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、

運営の深刻度を示すもので、比率は次の算式による。

連結実質赤字額 （Ａ＋Ｂ）

標準財政規模 Ｃ

　本市の連結実質収支額は ２，６８５，７３３千円の黒字となっているため、連結実質赤字比率

の算定ではなく、参考にＡ＋Ｂを連結実質収支額として計算上の比率を求めたところ 

△ ３３．５０％となり、前年度に比べ ２．６０ポイント黒字幅が大きくなっている。

　なお、自主的な改善努力による財政健全化を図るための早期健全化基準 （ １８．７５％）との

差は ５２．２５ポイントとなっている。

（単位 ： ％ ・ ポイント）

区　　　　　　分

本市の参考比率　（Ａ＋Ｂ）/Ｃ

（単位 ： 千円 ・ ％）

実　質　収　支　額

一 般 会 計

港湾施設管理受託特別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

小　　　　　　　計　　　Ａ

資　金　剰  余　額

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

漁 業 集 落 排 水 特 別 会 計

土 地 造 成 特 別 会 計

小　　　　　　　計　　　Ｂ

合　　　　　計　　Ａ + Ｂ

標　準　財　政　規　模　Ｃ

連結実質赤字比率 ＝

区　　　　　　分 増減額 増減率

一般会計等以
外に属する特
別会計のうち
公営企業に係
る特別会計以
外の特別会計

区　　　　　　分 増減額 増減率

法適用企業

法非適用企業
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令和２年度 増　減

14.9 △ 1.1

令和２年度 増　減

Ａ 1,760,388 △ 5,801

Ｂ 316,207 △ 8,654

2,076,595 △ 14,455

Ｃ 62,544 63,766

Ｄ 1,089,942 5,093

1,152,486 68,859

Ｅ 7,632,506 382,215

14.1 △ 1.9

　連結実質収支額の合計は ２，６８５，７３３千円で、前年度に比べ ３２６，８０７千円 （１３．９％）

の増加なっている。これは、資金剰余額が １１０，１１９千円 （△４．９％）減少したものの、実質収

支額が ４３６，９２６千円 （４６２．４％）増加したことによるものである。

（３）実質公債費比率

　借入金の返済額及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示したもので、

比率は次の算式による。

（元利償還金 Ａ＋準元利償還金 Ｂ） ―

（特定財源Ｃ＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額Ｄ）

（標準財政規模 Ｅ）　―

（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 Ｄ）

　実質公債費比率は、次表のとおりである。

（単位 ： ％ ・ ポイント）

区　　　　　　分 令和３年度

実質公債費比率（３ヵ年平均） 13.8

（注） 単年度の実質公債費比率は、令和３年度：12.2%　令和２年度：14.1%　令和元年度：15.2%　平成30年度：15.6%

　３ヵ年平均の比率は １３．８％で、前年度に比べ １．１ポイント低くなっており、早期健全化基準

（ ２５．０％）を下回っている。

（単位 ： 千円 ・ ％ ・ ポイント）

区　　　　　　分 令和３年度

元 利 償 還 金 1,754,587

準 元 利 償 還 金 307,553

計　（Ａ＋Ｂ） 2,062,140

特 定 財 源 126,310

元 利 償 還 金 ・ 準 元 利 償 還 金 に
係 る 基 準 財 政 需 要 額 算 入 額 1,095,035

計　（Ｃ＋Ｄ） 1,221,345

標 準 財 政 規 模 8,014,721

実質公債費比率（単年度） 12.2 

　また、単年度で比較してみると、当年度の比率は １２．２％で、前年度に比べ １．９ポイント低く

なっている。これは主として、元利償還金が ５，８０１千円、準元利償還金が ８，６５４千円、それ

ぞれ減少し、特定財源が ６３，７６６千円、標準財政規模が ３８２，２１５千円、それぞれ増加した

ことによるものである。

実質公債
費 比 率

＝ 　の３ヵ年平均
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令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

 （注1） 1,754,587 1,760,388 △ 5,801 △ 0.3

 （注2） 307,553 316,207 △ 8,654 △ 2.7

7,597 7,614 △ 17 △ 0.2

490 1,765 △ 1,275 △ 72.2

98,191 95,901 2,290 2.4

15,448 15,488 △ 40 △ 0.3

6,997 7,057 △ 60 △ 0.9

178,562 188,223 △ 9,661 △ 5.1

268 159 109 68.6

2,062,140 2,076,595 △ 14,455 △ 0.7

令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

46,605 0 46,605 皆増

78,903 60,681 18,222 30.0

802 802 0 0.0

0 1,061 △ 1,061 皆減

126,310 62,544 63,766 102.0

（ア） 元利償還金，準元利償還金の状況について

（単位 ： 千円 ・ ％）

区　　　　　　分

　元利償還金（一般会計等） 

　準　元　利　償　還　金

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

土 地 造 成 特 別 会 計

一 時 借 入 金 利 子

合　　　　　　計

（注1） 元利償還金は、一般会計等の公債費である。

（注2） 準元利償還金は、主として公営企業会計の支払う元利償還金への一般会計からの繰出金や一時借入金

　　　　利子である。

　元利償還金及び準元利償還金は ２，０６２，１４０千円で、前年度に比べ １４，４５５千円

（△ ０．７％）の減少となっている。これは、元利償還金が ５，８０１千円 （△ ０．３％）、準元利

償還金が ８，６５４千円 （△ ２．７％）、それぞれ減少したことによるものである。

（イ） 特定財源の状況について

（単位 ： 千円 ・ ％）

区　　　　　　分

市 営 住 宅 使 用 料

都 市 計 画 事 業 の 財 源 と し て 発 行 さ れ た
地 方 債 償 還 額 に 充 当 し た 都 市 計 画 税

簡 易 水 道 建 設 費 負 担 金

情 報 基 盤 施 設 貸 付 収 入

合　　　　　　計

（注）特定財源は公債費に充当されているものである。

　特定財源は １２６，310千円で、前年度に比べ ６３，７６６千円 （１０２．０％）の増加となってい

る。これは主に、償還額に充当した市営住宅使用料が ４６，６０５千円 （皆増）、都市計画事業

の財源として発行された地方償償還額に充当した都市計画税が １８，２２２千円（３０．０％）、そ

れぞれ増加したことによるものである。
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令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

(注1) 832,753 838,171 △ 5,418 △ 0.6

(注2)
253,629 243,081 10,548 4.3

(注3)
8,653 8,690 △ 37 △ 0.4

1,095,035 1,089,942 5,093 0.5

（ウ） 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額の状況について

（単位 ： 千円 ・ ％）

区　　　　　　分

災害復旧費等に係る基準財政需要額

事 業 費 補 正 に よ り 基 準 財 政
需 要 額 に 算 入 さ れ た 公 債 費

密 度 補 正 に よ り 基 準 財 政 需 要
額 に 算 入 さ れ た 元 利 償 還 金

合　　　　　　計

（注１）補正予算債、財源対策債及び臨時財政対策債の償還金が主なものである。

（注２）道路橋りょう費や下水道事業費の市債償還金が主なものである。

（注３）一般会計出資債である。

　元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額は １，０９５，０３５千円で、前年度と

比べ ５，０９３千円 （△ ０．５％）の増加となっている。これは、災害復旧費等に係る基準財政需

要額が ５，４１８千円 （△ ０．６％）、密度補正により基準財政需要額に算入された公債費が

３７千円 （△ ０．４％）、それぞれ減少したものの、事業費補正により基準財政需要額に算入され

た元利償還金が １０，５４８千円（ ４．３％）増加したことによるものである。
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（４）将来負担比率

令和３年度 令和２年度 増　減

136.8 156.4 △ 19.6

令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

A 30,423,405 30,525,115 △ 101,710 △ 0.3

B 20,953,043 20,286,293 666,750 3.3

9,470,362 10,238,822 △ 768,460 △ 7.5

C 8,014,721 7,632,506 382,215 5.0

D 1,095,035 1,089,942 5,093 0.5

6,919,686 6,542,564 377,122 5.8

[参考]　将来負担比率の推移 （単位 ： ％ ・ ポイント）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

245.0 246.2 242.9 235.7 214.5 

1.2 △ 3.3 △ 7.2 △ 21.2

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

167.8 167.8 157.3 156.4 

△ 22.7 0.0 △ 10.5 △ 0.9

　地方公共団体の一般会計借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現

時点での残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すもので、

比率は次の算式による。

将来負担額 Ａ　―　充当可能な財源（基金・特定歳入等）Ｂ

標準財政規模 Ｃ　―　元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 Ｄ　　

　将来負担比率は、次表のとおりである。

（単位 ： ％ ・ ポイント）

区　　　　　　分

将来負担比率（Ａ－Ｂ）/（Ｃ－Ｄ）

（単位 ： 千円 ・ ％）

区　　　　　　分

将 来 負 担 額

充 当 可 能 な 財 源
（ 基 金 ・ 特 定 歳 入 等 ）

計　（Ａ－Ｂ）

標 準 財 政 規 模

元 利 償 還 金 ・ 準 元 利 償 還 金 に
係 る 基 準 財 政 需 要 額 算 入 額

計　（Ｃ－Ｄ）

　将来負担比率は １３６．８％で、前年度に比べて １９．６ポイント下回っている。

　当年度も、早期健全化基準 （ ３５０．０％）を下回った数値となっている。

　この数値が低い方が、将来の財政を圧迫する可能性が低いといえるもので、平成19年度の

制度創設時の ３０１．６％から減少基調が続き、当時より １６４．８ポイント減少している。

決 算 年 度 平成23年度

将来負担比率

対 前 年 度 9.5

決 算 年 度 平成28年度

将来負担比率 190.5 

対 前 年 度 △ 24.0

将来負担比率 ＝
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令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

23,170,941 23,218,833 △ 47,892 △ 0.2

384,258 386,137 △ 1,879 △ 0.5

3,039,076 3,011,192 27,884 0.9

0 0 0 －

1,525,878 1,562,336 △ 36,458 △ 2.3

2,303,252 2,346,617 △ 43,365 △ 1.8

2,301,941 2,345,165 △ 43,224 △ 1.8

1,311 1,452 △ 141 △ 9.7

30,423,405 30,525,115 △ 101,710 △ 0.3

令和３年度 令和２年度 増減額 増減率

(注1) 4,652,955 4,115,114 537,841 13.1

(注2) 1,231,956 1,259,073 △ 27,117 △ 2.2

633,333 569,682 63,651 11.2

(注3)
15,068,132 14,912,106 156,026 1.0

11,351,210 11,403,252 △ 52,042 △ 0.5

20,953,043 20,286,293 666,750 3.3

（ア）将来負担額の状況について

（単位 ： 千円 ・ ％）

区　　　　　　分

地 方 債 の 現 在 高

債 務 負 担 行 為 に 基 づ く 支 出 予 定 額

公 営 企 業 債 等 繰 入 見 込 額

組 合 等 へ の 負 担 等 見 込 額

退 職 手 当 負 担 見 込 額

設 立 法 人 の 負 債 額 等 負 担 見 込 額

大 竹 市 土 地 開 発 公 社

第 三 セ ク タ ー 等

合　　　　　　計

　将来負担額は ３０，４２３，４０５千円で、前年度に比べ １０１，７１０千円 （ △ ０．３％）の減少と

となっている。これは、公営企業債等繰入見込額が ２７，８８４千円（ ０．９％）増加しているもの

の、地方債の現在高が ４７，８９２千円 （ △ ０．２％）、大竹市土地開発公社等の設立法人の負

債額等負担見込額が ４３，３６５千円（△ １．８％）等、減少したことによるものである。

（イ） 充当可能な財源（基金・特定歳入など）の状況について

（単位 ： 千円 ・ ％）

区　　　　　　分

充 当 可 能 な 基 金

充 当 可 能 な 特 定 歳 入

う ち 都 市 計 画 税 充 当 見 込 額

基 準 財 政 需 要 額 へ
算 入 さ れ る 見 込 額

う ち 臨 時 財 政 対 策 債
償 還 費 等 公 債 費

合　　　　　　計

（注１）地方自治法第241条に規定する基金であって、現金・預金・国債等で保有しているもの。

（注２）地方債の償還に充当できる国・県等補助金、公営住宅の使用料及び都市計画税などを対象としている。

（注３）普通交付税の算定基礎となるもので、地方公共団体の財政需要を合理的に算出した額のうち、公債費等に

　　　　ついて国の定めた算定額を基準財政需要額に算入するもの。

　充当可能な財源は、財政調整基金など 11基金 ４，６５２，９５５千円、都市計画事業の財源と

して発行された地方債償還額に充当可能な都市計画税などの特定歳入が 、１，２３１，９５６千

円，地方交付税の算定に用いる基準財政需要額へ算入される見込額が、 １５，０６８，１３２千

円となり、全体では、 ２０，９５３，０４３千円となっている。

　 これを前年度と比べると、６６６，７５０千円 （ ３．３％）増加している。これは、充当可能な特定

歳入が ２７，１１７千円 （△ ２．２％）減少したものの、充当可能な基金が ５３７，８４１千円

（ １３．１％）、基金基準財政需要額へ算入される見込額が １５６，０２６千円 （ １．０％）、それぞ

れ増加したことによるものである。
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３　資金不足比率

令和３年度 令和２年度 増　　減
経営健全化
基　　　準

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

流動負債
算　入
地方債

流動資産
資金不足額

又は
資金剰余額

事業の規模

（Ａ＋Ｂ-Ｃ）

令和３年度 157,662 0 1,123,765 △ 966,103 442,135

令和２年度 217,600 0 1,444,801 △ 1,227,201 446,756

増　減　額 △ 59,938 0 △ 321,036 261,098 △ 4,621

令和３年度 172,927 0 500,557 △ 327,630 471,238

令和２年度 128,841 0 519,647 △ 390,806 470,409

増　減　額 44,086 0 △ 19,090 63,176 829

令和３年度 227,929 0 1,088,511 △ 860,582 679,401

令和２年度 131,207 0 777,635 △ 646,428 688,114

増　減　額 96,722 0 310,876 △ 214,154 △ 8,713

　公営企業の資金不足額を、公営企業の事業規模と比較して指標化し、経営状況の悪化の

深刻度を示すものである。

　資金不足比率の状況は次のとおりである。

（単位 ： ％）

会　　　計　　　名

水 道 事 業 会 計

工 業 用 水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

農業集落排水特別会計

漁業集落排水特別会計

土 地 造 成 特 別 会 計

　いずれの会計も資金不足は生じておらず、資金不足比率は「－」で表示した。

[経営健全化基準の適用]

　資金不足比率が経営健全化基準以上の場合には、議会の議決を経て経営健全化計画を

定めることとなる。

（１）法適用企業

　　　法適用企業の資金剰余額の状況は、次表のとおりである。

(単位 ： 千円)

　　　比率は次の算式による。　Ｄの値がマイナスの場合は，資金剰余額となる。

Ｄ（流動負債　Ａ＋算入地方債　Ｂ）－流動資産　Ｃ

事　業　の　規　模　Ｅ

法適用企業

20.0 

法非適用企業

区　　分 会計年度

水道事業会計

工業用水道
事業会計

公共下水道
事業会計

資金不足比率　　＝　　
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

歳出額
算　入
地方債

歳入額
資金不足額

又は
資金剰余額

事業の規模

（Ａ＋Ｂ-Ｃ）

令和３年度 43,332 0 43,332 0 5,216

令和２年度 44,583 0 44,583 0 5,301

増　減　額 △ 1,251 0 △ 1,251 0 △ 85

令和３年度 36,849 0 36,849 0 3,269

令和２年度 33,694 0 33,694 0 3,491

増　減　額 3,155 0 3,155 0 △ 222

　公営企業における法適用企業の資金剰余額は、水道事業会計で ９６６，１０３千円となり、

前年度と比べ ２６１，０９８千円の減少、工業用水道事業会計で ３２７，６３０千円となり、前年度と

比べ ６３，１７６千円の減少、公共下水道事業会計で ８６０，５８２千円となり、前年度と比べ 

２１４，１５４千円の増加となっている。

（２）法非適用企業（宅地造成事業以外の事業）

　　　資金剰余額の状況は、次表のとおりである。

(単位 ： 千円)

 　　　比率は次の算式による。　Ｄがマイナスの場合は、資金剰余額となる。

Ｄ （歳出額 Ａ＋算入地方債 Ｂ－歳入額 Ｃ）

事　業　の　規　模　Ｅ

  農業集落排水特別会計及び漁業集落排水特別会計については、一般会計から赤字相当額

を繰り入れているため、資金不足額を生じていない。

区　　分 会計年度

農業集落排水
特別会計

漁業集落排水
特別会計

資金不足比率　　＝　　
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

歳出額
算　入
地方債

歳入額
土地収入
見 込 額

計

（A＋B-C-D）

令和３年度 809,728 0 217,781 747,563 △ 155,616

令和２年度 799,823 0 263,263 764,620 △ 228,060

増　減　額 9,905 0 △ 45,482 △ 17,057 72,444

F G H

地方債
残　高

長　期
借入額

計

（F+G）

令和３年度 3,746,187 0 3,746,187

令和２年度 4,008,670 0 4,008,670

増　減　額 △ 262,483 0 △ 262,483

J K L

事業の規模

（J+K）

令和３年度 3,746,187 591,947 4,338,134

令和２年度 4,008,670 536,560 4,545,230

増　減　額 △ 262,483 55,387 △ 207,096

（３）法非適用企業（宅地造成事業）

　　　資金剰余額の状況は、次表のとおりである。

(単位 ： 千円)

I　　資金不足額（剰余額）

0

0

0

 　　　比率は次の算式による。　Ｉ がマイナスの場合は、資金剰余額となる。

I

事　業　の　規　模　L

  土地造成特別会計についても、資金不足額は生じていない。

区　　分 会計年度

土地造成
特別会計

区　　分 会計年度 　　Ｅ＞０→Ｅ
　　Ｅ＜０→「Ｅ＋Ｈ」又は
　　「０」のいずれか小さい方

土地造成
特別会計

区　　分 会計年度

資本に相当
する額（建設
改良費に充て
た地方債の残
高）

負債に相当
する額（実質
赤字額）

土地造成
特別会計

資金不足比率　　＝　　
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